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②“市民力”と“協働”による『市民自治』を推進～自治基本条例（素案）が、できました～
④市長の現場訪問～現場で感じる市民の力～／⑤伝えよう小田原の心～後継者育成発表会～／⑥第５３回尊徳祭／⑦特定健
診を受診しましょう／⑧小田原市都市計画マスタープランを改定します／⑩おだわら情報／⑫〈連載〉尊徳道歌のこころ／現代能
面・狂言面三人展～清閑亭と現代能面の融合～／⑬〈連載〉市民力／今月の笑顔／⑭心に響く 伝統の技～小田原・箱根のも
のづくり～／⑯〈連載〉あの日 あのとき 小田原 （○数字はページ番号です）



市
民
参
加
で
作
り
上
げ
た
条
例
（
素
案
）

　

自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会（
以
下
検
討
委
員
会
）

と
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
交
互

に
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
市
民
か
ら
出
さ
れ

た
多
く
の
意
見
を
検
討
委
員
会
で
集
約
し
、
さ
ら
に

良
い
意
見
に
練
り
上
げ
、
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
、
小

田
原
方
式
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
自
治
基
本
条
例
づ
く
り
。

市
民
の
持
っ
て
い
る
〝
市
民
力
〞
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
、
市
民
・
議
会
・
行
政
が
〝
協
働
〞

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
、
市
民
が
持
つ
ま
ち
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

力
が
よ
り
発
揮
し
や
す
い
、
市
民
主
体
の
〝
協
働
〞
が

よ
り
盛
り
上
が
る
、
活
力
あ
る
小
田
原
に
つ
な
が
る
条

例
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Y
行
政
改
革
推
進
課　

☎
33
１
３
０
４

検
討
委
員
会
委
員

木
下
和
子
さ
ん

自
治
基
本
条
例（
素
案
）が
、で
き
ま
し
た

検
討
委
員
会
副
委
員
長廣

井
弘
義
さ
ん

　

自
治
と
い
う
言
葉
は
字
の
ま
ま
に
読
む

と
「
自
ら
治
め
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
づ
く
り
に
か
か
わ
る
な
か
で
、

こ
の
「
自
ら
」
と
言
う
部
分
が
、
時
に
は

個
人
で
あ
っ
た
り
、
家
族
で
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
隣
組
み
た
い
な
も
の
で
あ
っ

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
延
べ

１
，２
０
０
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
治
に

つ
い
て
意
識
し
、
興
味
を
持
ち
、
意
見
を

出
し
て
い
く
中
で
、
思
っ
た
こ
と
感
じ
た

こ
と
。
こ
の
条
例
（
素
案
）
は
、そ
う
い
っ

た
多
く
の
人
々
の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
も
の

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
１
年
を
通
し
て
、

自
分
自
身
も
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ッ
ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
21
年
５
月
20
日

講
演
「
自
治
基
本
条
例
と
は
何
か
、

な
ぜ
必
要
な
の
か
」

参
加
者
約
４
０
０
人

プ
レ
検
討
委
員
会

平
成
21
年
６
〜
８
月
に
４
回
開
催

延
べ
参
加
者
約
２
３
０
人

検
討
委
員
会

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
や
意
見
交
換
会
か
ら
出
た
多
種
多
様
な
意
見
を
集
約
、

繰
り
返
し
議
論
を
重
ね
て
骨
子
案
を
作
成
。

平
成
21
年
９
月
〜
平
成
22
年
９
月
ま
で
28
回
開
催

【
自
治
基
本
条
例
へ
の
思
い
】

検討委員会のようす
報告
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市
民
力

と

協
働

に
よ
る

『
市
民
自
治
』
を
推
進



議
会
審
議

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
よ
り

さ
ら
に
磨
き
あ
げ
た
も
の
を
条
例
（
案
）

と
し
て
議
会
で
審
議
し
ま
す
。

　

当
初
は
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
意
見
や
考

え
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

検
討
委
員
会
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
を
重
ね

て
い
く
中
で
私
の
よ
う
な
小
さ
な
力
で
も

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
ま
ち
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
と
い
う
自
信

の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
自
身
の
変
化
を
通
し
て
、
今
ま

で
以
上
に
、
日
々
の
生
活
や
家
族
、
ご
近

所
と
の
か
か
わ
り
を
大
事
に
し
な
く
て
は
、

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で

す
が
、
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
を
将
来
の
小

田
原
を
担
う
大
事
な
担
い
手
と
し
て
皆
で

支
え
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
た
と
こ

ろ
が
条
文
に
な
っ
て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
報
告
書（
骨
子
案
）

条
例
（
素
案
）
の
主
な
内
容

　

市
民
が
ま
ち
へ
の
思
い
を
持
っ
て
考
え
行
動
す

る
〝
市
民
力
〞
と
、
尊
重
と
信
頼
の
関
係
に
基
づ
き
、

役
割
と
責
任
を
担
い
、
力
を
存
分
に
出
し
合
い
協
力

し
合
う
〝
協
働
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
自
治
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
市
民
の
役
割

●
市
民
は
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権
利
を
生

か
す
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
力
と
時
間
を

使
っ
て
、
自
発
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
っ

て
い
く

●
子
ど
も
は
将
来
の
自
治
の
主
役
。
自
治
の
担
い

手
と
な
る
た
め
の
多
様
な
学
び
の
機
会
の
提
供

に
努
め
る

■
地
域
活
動
、
市
民
活
動

●
身
近
な
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
市
民
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

●
行
政
な
ど
は
適
切
な
支
援
を
行
う

■
議
会
へ
の
期
待

●
議
会
の
議
論
、
市
政
の
課
題
な
ど
を
市
民
に
知

ら
せ
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聴
く
機
会
の
充
実

を
図
り
、
議
会
の
議
論
に
生
か
し
て
い
く

■
市
長
の
役
割

●
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
適
切
に
発
揮
し
て
、
市
民
、

議
会
と
と
も
に
市
政
を
先
導
し
て
い
く

■
市
の
執
行
機
関
の
役
割

●
市
民
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

■
市
政
へ
の
参
加

●
行
政
は
、
市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
参
加
の
機
会
を
作
っ
て

い
く

条例（素案）に対する
ご意見をお寄せください
●条例（素案）の配布について
自治基本条例（素案）の全文は、１０
月１日から、行政改革推進課や各支
所、連絡所、窓口コーナーなどの市
公共施設で配布します。また、市ホー
ムページでも、ご覧いただけます。
●意見の提出について
条例（素案）にとじてある意見書様
式や、ホームページからダウンロード
した意見書様式に、意見・氏名・
性別・年齢・住所を記入し、郵送、
ファクスなどにより提出してください。
〒２５０-８５５５
小田原市行政改革推進課
533-１２８６
意見募集期間
10月１日（金）～15日（金）

８月２３日、検討委員会松下委員長（相
模女子大学教授）から、加藤市長あてに
報告書が提出されました。

条
例（
素
案
）

今
回
完
成
し
た
条
例
（
素
案
）
は
、
検
討

委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
骨
子
案
に
基
づ

き
、
条
例
の
形
に
整
理
し
た
も
の
で
す
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア（
公
開
検
討
会
）

誰
で
も
自
由
に
参
加
し
、
意
見
を
出
し

て
い
く
、
付
せ
ん
を
利
用
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
形
式
の
検
討
会

平
成
21
年
９
月
〜
平
成
22
年
８
月
ま
で

11
回
開
催

延
べ
参
加
者
約
４
０
０
人

意
見
交
換
会

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
と
の
意
見
交

換
会

平
成
22
年
１
月
〜
７
月
ま

で
６
回
開
催

延
べ
参
加
者
約
２
０
０
人

意見

意見
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条
例
施
行

条
例
の
施
行
は
平
成
23
年
４
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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下
府
中
小
学
校
の
校

庭
の
芝
生
を
維
持
・
管

理
し
て
い
る
の
は
、「
下

府
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｓ
し
ん
し
ん

ｈ
ｉ
ｎ
２
」の
皆
さ
ん
。

　

朝
６
時
30
分
か
ら
地

域
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
お
は
よ
う
健
康
体
操
」

に
加
わ
っ
た
後
、
校
庭

の
芝
刈
り
、
散
水
作
業
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
芝
生
の
上
で
は
、
空
気

が
と
て
も
新
鮮
で
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に

な
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

芝
生
は
、「
ほ
こ
り
が
立
た
な
い
」「
け
が

が
少
な
く
な
る
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

一
方
、「
費
用
が
か
か
り
管
理
が
大
変
」「
継

続
し
て
い
け
る
の

か
」
と
い
っ
た
懸
念

も
あ
る
と
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
汗
を
流
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
、

地
域
の
環
境
や
子
ど

も
た
ち
の
成
長
へ
の

思
い
に
た
い
へ
ん
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
小
田
原
ち
ょ
う

ち
ん
製
作
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
は
、

伝
統
の
継
承
と
普
及

の
た
め
、
19
年
間
に

わ
た
り
、
市
内
全
小

学
校
を
巡
回
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
豊
川

小
学
校
で
の
製
作
指

導
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
長
年
の

活
動
に
よ
り
、
市
内

す
べ
て
の
小
学
校
で
、

ち
ょ
う
ち
ん
の
製
作

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
製
作
後
の
懇
談
で

は
、「
小
田

原
ち
ょ
う
ち

ん
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
し

て
欲
し
い
」

な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

小
田
原
女
子
短
期

大
学
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
子
育
て
ひ
ろ

ば　

お
だ
っ
こ
」
は

担
当
の
指
導
教
員
の

も
と
、
学
生
自
ら
が

企
画
し
、
検
討
を
重

ね
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
約
40

組
の
親
子
が
参
加
し
、

と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
が
た
か
ら
は
、「
保
育
の
現
場
を
志
し

て
い
る
と
は
い
え
、
学
生
は
日
ご
ろ
の
生
活
の

中
で
子
ど
も
と
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
、
貴

重
な
学
び
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
大

学
の
専
門
性
を

生
か
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
貢

献
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
お

言
葉
を
い
た
だ

き
、
小
田
原
の

子
育
て
に
と
っ

て
大
変
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

●８月２６日（木） 小
田
原
に
は
数
多
く
の
市
民
団
体
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
活
動
現
場
に
お
伺
い
し
、
団
体
の
活
動
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
を
肌
で
感
じ
る
機
会
と
し
、
今
後
の

市
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
7
月
、
8
月
の
訪
問
の
よ
う
す
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

●７月21日（水）

●７月２日（金）

緑化活動

子育てひろば　おだっこ

小田原ちょうちん製作

現
場
で
感
じ
る
市
民
の

現
場
で
感
じ
る
市
民
の

力

皆
さ
ん
の
活
動
現
場
に

お
伺
い
し
て
い
ま
す
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栢山田植歌保存会
　農家の女性たちが田植　農家の女性たちが田植
えの調子を取るために歌っえの調子を取るために歌っ
たもので、歌詞には農作たもので、歌詞には農作
業のようすや鶴亀、豊作へ業のようすや鶴亀、豊作へ
の祈りが込められています。の祈りが込められています。
　機械化が進み、栢山田　機械化が進み、栢山田
植歌も歌われなくなりました植歌も歌われなくなりました
が、１０年ほど前、地元のが、１０年ほど前、地元の
有志により保存会を結成。有志により保存会を結成。
　かつて録音した１本の　かつて録音した１本の
テープと歌詞を頼りに田植テープと歌詞を頼りに田植
歌を復活させました。歌を復活させました。

　漁業の仕事唄と、婚礼や神社祭礼の儀式唄　漁業の仕事唄と、婚礼や神社祭礼の儀式唄
を兼ねた全国的にも珍しいもので、市の無形民を兼ねた全国的にも珍しいもので、市の無形民
俗文化財に指定されています。俗文化財に指定されています。
　かつて山王地区ではブリ漁が盛んで、大漁で　かつて山王地区ではブリ漁が盛んで、大漁で
網を引くときに皆の気合を一つにするために木網を引くときに皆の気合を一つにするために木
遣唄を歌いました。山王７０区公民館では、保遣唄を歌いました。山王７０区公民館では、保
存会の皆さんの指導のもと、大人と子どもが一存会の皆さんの指導のもと、大人と子どもが一
緒に木遣唄を歌いながら、漁師網を引いて練習緒に木遣唄を歌いながら、漁師網を引いて練習
しています。しています。

小田原囃
ばや

子
し

多古保存会
　多古　多古白白

はくはく

山山
さんさん

神社に伝わる江戸葛神社に伝わる江戸葛
西囃子系の小田原囃子。県の無西囃子系の小田原囃子。県の無
形民俗文化財に指定されているほ形民俗文化財に指定されているほ
か、かながわ民俗芸能５０選にもか、かながわ民俗芸能５０選にも
選ばれています。選ばれています。
　昭和３５年に結成されて以来、　昭和３５年に結成されて以来、
後継者育成、地域活動に励んで後継者育成、地域活動に励んで
おり、多古公民館では、太鼓、笛おり、多古公民館では、太鼓、笛
でそれぞれ毎月３回練習を行います。でそれぞれ毎月３回練習を行います。

曽我別所寿
こどぶき

獅
し

子
し

舞保存会
　江戸時代から伝わる「　江戸時代から伝わる「囃囃

はや

子
し

獅子舞」の系統獅子舞」の系統
で、市の無形民俗文化財に指定されています。で、市の無形民俗文化財に指定されています。
　毎年２月の梅まつりや９月の　毎年２月の梅まつりや９月の宗宗

そ

我我
が

神社祭礼神社祭礼
のほか、賀詞交換会、披露宴などめでたいのほか、賀詞交換会、披露宴などめでたい
席に多く出演しています。席に多く出演しています。

小田原ちょうちん踊
おどり

保存会
　童謡「お猿のかごや」で知られる小田原ちょうちんを守り広げるた　童謡「お猿のかごや」で知られる小田原ちょうちんを守り広げるた
めに考案された、子どもでもすぐ覚えられるやさしい踊りです。城山めに考案された、子どもでもすぐ覚えられるやさしい踊りです。城山
陸上競技場トレーニングルームで毎月１回、けいこを行っています。陸上競技場トレーニングルームで毎月１回、けいこを行っています。

根府川寺山神社
鹿
か

島
しま

踊
おどり

保存会（福おどり）
　根府川の道祖神祭り（１月１４日の　根府川の道祖神祭り（１月１４日の
「どんど焼き」）のときに踊ります。昭「どんど焼き」）のときに踊ります。昭
和２０年ごろまではかなり盛大に行われ和２０年ごろまではかなり盛大に行われ
ましたが一時中断し、現在は、小学校ましたが一時中断し、現在は、小学校
４～６年生が踊り、伝承しています。

相模人形芝居下中座
　国の重要無形民俗文化財にも　国の重要無形民俗文化財にも
指定されている伝統芸能です。指定されている伝統芸能です。
　平成１４年から活動を始めた地元　平成１４年から活動を始めた地元
橘中学校の相模人形クラブでは、橘中学校の相模人形クラブでは、
月に２回、月曜日の放課後に下中月に２回、月曜日の放課後に下中
座の座員から直接指導を受けてい座の座員から直接指導を受けてい
ます。ます。

小田原市山王原大漁木
き

遣
やり

唄保存会

後
継
者
育
成
発
表
会

10月31日（日）
午後０時３０分開場・午後１時開演
（午後４時終演予定）
場所　けやき ホール
※入場無料。

郷
土
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
。

後
継
者
育
成
に
取
り
組
む
小
田
原
民
俗
芸
能
保
存
協
会
に
加
盟
す
る
７
団
体
が

集
ま
り
、
若
手
後
継
者
や
小
・
中
学
生
が
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

YY
文
化
財
課　

☎

文
化
財
課　

☎

文
化
財
課　

☎

文
化
財
課　

☎

文
化
財
課　

☎

文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
７

１
７
１
７

１
７
１
７

１
７
１
７

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

伝
え
よ
う
小
田
原
の

心
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１０月１６日（土）１０月１６日（土）１０月１６日（土）
１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）１７日（日）

場所：尊徳記念館場所：尊徳記念館場所：尊徳記念館

【
生
家
会
場
イ
ベ
ン
ト
】

●
生
家
特
別
公
開

（
16
日
・
17
日
両
日　

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

●
い
ろ
り
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

実
演

（
16
日　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分
／
17
日　

午
前
９
時
〜
午
前

11
時
30
分
）

●
柴
刈
り
ウ
ォ
ー
ク
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

（
17
日　

午
前
11
時

30
分
〜
正

午
ご
ろ
）

●
琴
演
奏

（
17
日　

午
後
１
時
〜
２
時
）

例年、１０月２０日の尊徳の命日
にちなんで開催している「尊徳
祭」は、今回で５３回目を迎えます。
この機会に、尊徳の優れた事績
と教えにふれてみませんか。

Y尊徳記念館　☎３６-２３８１

●
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
：
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
50
分

場
所
：
１
階
ロ
ビ
ー

出
演
：
栢
山
混
声
合
唱
団

　
　
　

シ
ル
バ
ー
ノ
イ
ズ

●
開
会
式

時
間
：
午
後
１
時
〜
１
時
50
分

場
所
：
講
堂

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
：
講
堂

出
演
：
相
模
人
形
芝
居
下
中
座

栢
山
田
植
歌
保
存
会

吟
道
清
泉
流
城
泉
会

★「
金
次
郎
と
菜
種
油
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〜
菜
種
の
搾
油
を
通
じ
て
、
当
時
の
油
の

貴
重
さ
に
つ
い
て
学
ぶ

時
間
：
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
：
食
堂
（
定
員
：
20
人
）

★
尊
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
尊
徳
の
事
績
を
知
り

す
ぐ
れ
た
教
え
に
学
ぶ

時
間
：
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
：
講
堂
（
定
員
：
２
０
０
人
）

演
題
：「
尊
徳
の
経
済
倫
理
」（
お
だ
わ
ら

市
民
大
学
報
徳
塾
公
開
講
座
）

講
師
：
作
家
・
元
市
教
育
委
員

　
　
　

新
井
恵
美
子
さ
ん

★
尊
徳
く
ら
し
体
験
〜
尊
徳
の
時
代
の
く
ら

し
を
追
体
験
す
る

場
所
：
体
験
実
習
室（
①
②
と
も
親
子
20
組
）

①
親
子
で
「
論
語
」
を
読
む

時
間
：
午
前
11
時
〜
正
午

講
師
：
岩
越
豊
雄
さ
ん（
寺
子
屋「
石
塾
」

主
宰
）

②
草
履
づ
く
り
と
や
せ
う
ま
背
負
い

時
間
：
午
後
１
時
〜
４
時

指
導
：
桜
井
地
区
の
農
家
の
み
な
さ
ん

★
尊
徳
食
の
体
験
〜
尊
徳
も
食
べ
た
？
昔
な

が
ら
の
栢
山
の
伝
統
食
を
味
わ
う

時
間
：
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所
：
食
堂（
限
定
20
食
・
一
食
５
０
０
円
）

協
力
：
六
彩
会
桜
井
地
区
の
み
な
さ
な
ん

★
二
宮
金
次
郎
柴
刈
り
ウ
ォ
ー
ク
〜
金
次
郎

の
柴
刈
り
の
道
を
あ
る
く
（
１
０
０
人
）

行
程
：
塚
原
駅
（
午
前
８
時
集
合
）➡

矢

佐
芝
公
民
館➡

腰
掛
石➡

三
竹➡

油
菜
栽
培
地➡

尊
徳
生
家
（
午
前

11
時
30
分
到
着
予
定
、約
10
キ
ロ
）

●
報
徳
市
〜
実
り
豊
か
な
栢
山
の
物
産
や
金

次
郎
に
ち
な
ん
だ
お
菓
子
な
ど
を
直
売

時
間
：
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
：
前
庭

出
店
：
Ｊ
Ａ
か
な
が
わ
西
湘
桜
井
支
店
・

小
田
原
菓
子
商
工
業
組
合
・
あ
し

た
ば
の
会
ほ
か

●
抹
茶
サ
ー
ビ
ス

時
間
：
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
：
宿
泊
室
２
０
６（
先
着
１
５
０
人
）

★
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）。

尊
徳
記
念
館
へ
電
話
ま
た
は
直
接
。

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

尊
徳
祭

第第第第第第第第第
535353535353535353
回回

10
月
16
日（
土
）

10
月
17
日（
日
）
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受
診
し
ま
し
ょ
う

受
診
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
と
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
か
た
を
対
象
に
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
の
保
険
者
が
実
施
す
る
健
診
で
す
。

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
４
５

　

健
康
づ
く
り
課　

☎
47
０
８
２
０

特
定
健
診
を

　

本
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
か

た
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
の
受
診
率

は
約
20
％
で
し
た
。

　

特
定
健
診
で
は
、
早
い
段
階
で
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
生
活
習
慣
病
を
防
げ
る
よ
う
に
、

身
長
や
体
重
、
腹
囲
な
ど
の
測
定
と
血
液
や

尿
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
診
結
果
か
ら
は
、
血
圧
や

血
糖
値
が
高
い
か
た
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
血
圧
や
血
糖
が
高
い
状
態
が
続
く

と
、
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
み
、
脳
血
管
疾

患
や
、
心
疾
患
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
判
定
さ

れ
た
場
合
に
は
、
専
門
家
（
医
師
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
な
ど
）の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る「
特

定
保
健
指
導
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
医

療
費
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
年
に
一

度
の
健
康
診
断
と
し
て
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
が
ん
検
診
も
併

せ
て
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
受
診
の
方
法

　

対
象
の
か
た
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券

の
入
っ
た
封
筒
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
特
定
健
康
診
査
等
取
扱
医
療
機
関

一
覧
表
」
の
医
療
機
関
に
直
接
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
受
診
期
間
は
12
月

30
日
ま
で
で
す
。

　

年
末
は
、
医
療
機
関
が
込
み
合
い
、
予
約

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
め
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
日
当
日
に
本
市
の
国
民
健
康

保
険
の
資
格
が
無
く
特
定
健
診
を
受
け
た
場

合
は
、
全
額
（
１
５
，０
０
０
円
程
度
）
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
か
た
で
、
勤
務
先
や

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
個
人
で
健
診
を
受
け
ら
れ
た
か

た
は
、
市
の
保
健
事
業
に
生
か
す
た
め
、
健
診
結

果
を
健
康
づ
く
り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

指輪の内側

指先
（つめの中）

指の間

親指のまわり

手首
（時計は外しましょう）

手
洗
い
は
、
あ
ら
ゆ
る

感
染
防
止
対
策
の
基
本

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

丁
寧
に
手
を
洗
う
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

❶
外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き

❷
調
理
前

❸
食
事
の
前

❹
ト
イ
レ
の
後

❺
便
や
吐と

物ぶ
つ

の
処
理
後

汚れが残りやすいところ 健
康
ト
ピ
ッ
ク
ス
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都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、

小
田
原
市
の
都
市

計
画
の
最
も
基
本

的
な
方
針
に
あ
た

る
も
の
で
す
。

　

将
来
像
や
目
標

を
分
か
り
や
す
く

示
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
な
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

現
在
、
新
総
合
計
画
の
策
定
に
併
せ
て
見
直

し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
大
ま
か
に
分
け

て
「
全
体
構
想
」
と
「
地
域
別
構
想
」
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
市
全
体
の
目
指
す
将
来

像
と
、
各
地
域
に
即
し
た
計
画
に
よ
り
明
日

の
小
田
原
を
描
き
ま
す
。

【
全
体
構
想
】

　

今
回
の
改
定
で
は
次
の
４
つ
を
ま
ち
づ
く

　

今
回
の
改
定
で
は
次
の
４
つ
を
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
像
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

❶
快
適
で
利
便
性
の
高
い
ま
ち

❷
市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
ま
ち

❸
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

❹
市
民
が
主
役
の
ま
ち

◆
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

●
小
田
原
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
の
実
現
に

小
田
原
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
の
実
現
に

よ
る
定
住
促
進
を
将
来
の
都
市
構
造
の

よ
る
定
住
促
進
を
将
来
の
都
市
構
造
の

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
設
定

●
鉄
道
駅
を
中
心
と
し
た
ま
と
ま
り

の
あ
る
市
街
地
の
維
持
・
形
成

●
市
街
化
調
整
区
域
内
の
土
地
利
用

方
針
の
設
定

マスタープランの

【
地
域
別
構
想
】

　

市
域
を
次
の
６
つ
に
分
け
、
各
地
域
の
課
題
や
現

状
に
適
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

●
橘
地
域

　

都
市
計
画
道
路
小
田
原
中
井
線
の
整
備
促
進

や
、
公
共
下
水
道
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
維
持
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
と
の
検
討
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
安
全

で
快
適
な
地
域
づ
く
り

●
川
東
北
部
地
域

　

御
殿
場
線
や
既
存
の
バ
ス
路
線
な
ど
、
公
共

交
通
の
利
便
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
区

計
画
や
景
観
計
画
な
ど
地
区
の
ル
ー
ル
づ
く
り

に
よ
り
、
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
活
力
と
潤
い

の
あ
る
地
域
づ
く
り

●
川
東
南
部
地
域

　

外
環
状
道
路
沿
道
な
ど
土
地
利
用
の
規
制
緩

　

外
環
状
道
路
沿
道
な
ど
土
地
利
用
の
規
制
緩

和
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
、
規
制
・
誘
導
に

和
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
、
規
制
・
誘
導
に

よ
る
住
環
境
の
維
持
・
保
全
に
よ
り
、
住
宅
・

よ
る
住
環
境
の
維
持
・
保
全
に
よ
り
、
住
宅
・

商
業
施
設
・
工
業
施
設
が
立
地
す
る
生
き
生
き

商
業
施
設
・
工
業
施
設
が
立
地
す
る
生
き
生
き

と
し
た
地
域
づ
く
り

と
し
た
地
域
づ
く
り

●
富
水
・
桜
井
地
域

　

鉄
道
駅
周
辺
の
小
売
店
舗
の
維
持
を
図
る
と

　

鉄
道
駅
周
辺
の
小
売
店
舗
の
維
持
を
図
る
と

と
も
に
、
酒
匂
川
右
岸
地
域
に
お
け
る
南
北
道

と
も
に
、
酒
匂
川
右
岸
地
域
に
お
け
る
南
北
道

路
の
検
討
や
生
活
道
路
の
整
備
を
進
め
、
鉄
道

路
の
検
討
や
生
活
道
路
の
整
備
を
進
め
、
鉄
道

沿
線
地
域
と
し
て
利
便
性
の
高
い
、
安
心
し
て

沿
線
地
域
と
し
て
利
便
性
の
高
い
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

●
中
央
地
域

　

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
活
用
に
よ
る
回
遊

　

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
活
用
に
よ
る
回
遊

を改定しますを改定しますを改定します Y都市計画課　☎３３-１５７１

  都市計画  都市計画  都市計画  都市計画
マスタープラン

小田原市小田原市小田原市小田原市  都市計画小田原市  都市計画  都市計画小田原市  都市計画
川東南部地域

川東北部地域

富水・
桜井
地域

橘地域

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う

た
め
、
全
６
地
域
で
次
の
と
お
り

説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
10
月
８
日（
金
）

川
東
南
部
地
域

場
所
：
マ
ロ
ニ
エ

●
10
月
13
日（
水
）

片
浦
地
域

場
所
：
片
浦
小
学
校

●
10
月
15
日（
金
）

川
東
北
部
地
域

場
所
：
梅
の
里
セ
ン
タ
ー

●
10
月
18
日（
月
）

富
水
・
桜
井
地
域

場
所
：
尊
徳
記
念
館

●
10
月
20
日（
水
）

中
央
地
域

場
所
：
小
田
原
市
役
所

●
10
月
21
日（
木
）

橘
地
域

場
所
：
こ
ゆ
る
ぎ

もっと詳しく
知りたいかたには…

説明会が
あります
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～至誠・市政～

　８月２３日、昨年５月から始まったさま
ざまなフォーラムや検討作業、開かれ
た議論を経て、市民検討委員会の皆さ
んから、「自治基本条例骨子案」が提
出されました。「市民が主役の小田原」
の実質となる、これから育ってゆくさまざ
まな仕組み・営み・取り組みを貫く、小
田原における地域運営やまちづくりの基本理念・共通ルール
というべきものです。自治基本条例をすでに制定している多く
の自治体に、ひな形になりうる条文はたくさんありましたが、委
員の皆さんは一切「見本」を見ず、小田原にとって何が必要か、
という視点で、多くの市民の意見をもとに、全くオリジナルな
骨子案をまとめてくれました。
　この骨子案を一読していただければ分かりますが、言葉は
誰でも理解できるように易しく、そして理念化され抽象的です。
そのため、読む人によっては、「当たり前のことが書いてある」
「これで何が変わるのか？」などと感じるかもしれません。しか
しこの骨子案は、机上の議論だけで進められた「作文」など
では決してないのです。
　小田原では昨年来、さまざまな分野における市民主体の検
討委員会が立ち上がり、私たちが抱えている深刻な課題を解
決する方法論を
議論し、仮説を
作り、モデル事
業を立ち上げ、
試行錯誤を重
ねています。そ
れは、他人任せや行政任せなど、不満や不安を誰かのせい
にするのではなく、「自分たちの課題は自分たちでできるだけ
解決しよう」という気概のもとに、市民主体のさまざまな実践を
丁寧に育ててきたプロセスでもあります。自治基本条例骨子
案の検討作業は、まさにこうした一連の全市的な取り組みの
中で、委員の皆さん自身がさまざまな実践に並行して携わりな
がら、そこで得た実感や思い、あるいは小田原の素晴らしさ
への気づきなどをぶつけ合った中から、結晶のごとく煮詰めら
れたものなのです。その過程は、まさに「市民自治の学校」
というべきものであったと、私には感じられます。
　これから、福祉、教育、環境再生、まちづくり、経済再生、
生涯学習など、幅広い分野で、「市民自治」を核にした新た
な取り組みが育ち、それが「新しい小田原」を形成していくこ
とになります。それらの活動全てが、「市民自治の学校」に
なりうるでしょう。自治基本条例はそのよりどころとなるものです。
来年度当初の施行に向け、多くの市民の皆さんに、条例案
としての仕上げ作業に関わっていただきたいと思います。

「市民自治の学校」
文　加藤憲一

骨子案提出時の意見交換

性
の
向
上
や
景
観
計
画
な
ど
に
よ
り
都
市
環
境

性
の
向
上
や
景
観
計
画
な
ど
に
よ
り
都
市
環
境

の
質
を
高
め
、
街
な
か
居
住
を
促
進
す
る
と
と

の
質
を
高
め
、
街
な
か
居
住
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
中
心
市
街
地
と
し
て
市
民
や
来
訪
者
に

も
に
、
中
心
市
街
地
と
し
て
市
民
や
来
訪
者
に

魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

魅
力
あ
る
市
街
地
の
形
成

●
片
浦
地
域

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

土
地
利
用
を
側
面
か
ら
支
え
る
住

土
地
利
用
を
側
面
か
ら
支
え
る
住

宅
地
の
検
討
を
市
民
と
の
協
働
に

宅
地
の
検
討
を
市
民
と
の
協
働
に

よ
り
進
め
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

よ
り
進
め
、
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

計
画
や
交
差
点
改
良
な
ど
を
促
進
し
、
安
全

計
画
や
交
差
点
改
良
な
ど
を
促
進
し
、
安
全

で
快
適
な
地
域
づ
く
り

で
快
適
な
地
域
づ
く
り

中央地域

片浦地域

※
時
間
は
各
会
場
と
も
午
後
７

〜
９
時
で
す
。

※
各
会
場
と
も
、
お
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
片
浦
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
履
き
物
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
よ
り
よ
い
計
画

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
11
月
30
日
（
火
）
ま
で

【
資
料
等
の
配
布
場
所
】

各
地
域
の
説
明
会
会
場
（
片
浦
地
区
は

片
浦
支
所
）・
都
市
計
画
課

【
提
出
方
法
】
応
募
用
紙
に
意
見
を
記

入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

〒
２
５
０-

８
５
５
５

小
田
原
市
都
市
計
画
課

募集募集募集
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住
宅
を
地
震
か
ら
守
る

　

今
年
、
中
南
米
の
ハ
イ
チ
や
チ
リ
で

発
生
し
た
地
震
で
は
、
多
く
の
建
物
が

倒
壊
し
、
多
数
の
死
者
が
出
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

も
、
犠
牲
者
の
約
８
割
が
建
物
の
倒
壊

に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
大
き
な
地
震
で

は
、
建
物
の
下
敷
き
に
な
る
こ
と
で
数

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

改
修
前
に
ま
ず
は
相
談
を

■
無
料
簡
易
耐
震
診
断

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら

れ
た
建
築
物
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
で

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
も
市
の
施
設
や
地

区
公
民
館
を
会
場
に
、
無
料
の
簡
易
耐

震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
家
の
平
面
図
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
築
指
導
課
窓
口
で
も
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
耐
震
診
断
に
４
万
円

　

住
宅
の
耐
震
性
に
不
安
が
あ
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
、
一
般
耐
震
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

市
が
認
め
た
耐
震
診
断
技
術
者
が
耐

震
診
断
を
行
う
場
合
に
は
、
診
断
費
用

の
２
分
の
１
（
上
限
４
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
条
件
が

Y
建
築
指
導
課　

☎
33
１
４
３
３

交
通
安
全
子
供
自
転
車
全
国
大
会

　
「
第
45
回
交
通
安
全

子
供
自
転
車
全
国
大

会
」
が
８
月
５
日
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
さ
れ
、
神
奈
川
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
桜

井
小
学
校
自
転
車
チ
ー

ム
が
５
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
個
人
の
部
で
も

稲
木
莉り

央お

奈な

さ
ん（
６
年
）が
２
位
、
長
谷
川
鈴す

ず

実み

さ
ん（
６
年
）が
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

桜
井
小
学
校
は
、
神
奈
川
県
交
通
安
全
協
会
や

神
奈
川
県
警
察
な
ど
が
主
催
す
る
児
童
の
自
転
車

の
安
全
運
転
技
術
や
交
通
ル
ー
ル
の
知
識
を
競
う

「
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
神
奈
川
県
大
会
」
で
、

平
成
６
年
と
８
年
、
平
成
10
年
か
ら
22
年
に
か
け

て
、
優
勝
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
県
大
会
で
の
通
算

優
勝
回
数
は
15
回
を
数
え
、
現
在
、
大
会
13
連
覇

中
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
監
督
で
あ
る
小
田
原
交

通
安
全
協
会
桜
井
支
部
長
の
釼
持
敏
一
さ
ん
を
は

じ
め
、
桜
井
支
部
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
指
導
の
も

と
、
毎
年
５
月
か
ら
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
８

月
に
か
け
て
、
毎
日
、
登
校
前
と
放
課
後
に
実
技

練
習
と
学
科
の
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
積

み
重
ね
が
輝
か
し
い
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
指
導
課
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
耐
震
改
修
に
50
万
円

　

耐
震
診
断
技
術
者
に
よ
る
耐
震
診

断
の
結
果
、
耐
震
改
修
工
事
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
一
定
の
改
修
工
事
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
50
万
円
）
を
助

成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
ず
工

事
に
着
手
す
る
前
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
耐
震
化
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

　

無
料
派
遣

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら

れ
、
区
分
所
有
者
が
住
ん
で
い
る
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
を
対
象
に
、
専
門
家
（
建

築
士
）
を
派
遣
し
、
耐
震
改
修
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
管
理
組
合
は
、
建
築
指

導
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
民
の
権
利
調
整
、
組
合
の

管
理
規
約
な
ど
は
相
談
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

・
・
・
・
・

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
住
宅

な
ど
の
耐
震
化
率
を
90
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
災
害
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
市
の
支
援
策

を
活
用
し
て
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

■耐震改修による減税制度

　平成１８年度から、既存住宅の耐
震改修工事を行ったかたには、所得
税額の特別控除および固定資産税
の減額措置があります。詳しくは下記
へお問い合わせください。
●所得税額の特別控除

小田原税務署　☎３５-４５１１
●住宅耐震改修証明書の発行

建築指導課　☎３３-１４３３
●固定資産税の減額措置

資産税課　☎３３-１３７１

桜
井
小
学
校

「
積
小
為
大
」
で

全
国
５
位

新潟県中越地震の被害状況

■台風や暴風、豪雨など自然災害による被害について、損害保険などの申請のために「り災証明」が
必要なかたはご相談ください。　　　　　　Y防災対策課　☎３３-１８５５（平日８：３０～１７：１５）
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駅
前
の
道
路
や
歩
道
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
か
た
の
通
行
を
妨
げ

る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
や
災
害
時
に
避
難
や

救
助
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
。
他
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
持
ち
、
放
置
自
転
車
※
を
な
く
し
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
放
置
自
転
車
と
は
…
利
用
者
が
自
転
車
か
ら
離
れ
て
い

て
、
時
間
の
長
短
に
関
係
な
く
、
直
ち
に
動
か
せ
な
い

状
態
に
あ
る
自
転
車
の
こ
と
。
買
い
物
の
た
め
に
歩
道

上
に
止
め
た
自
転
車
も
放
置
自
転
車
で
す
。

自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
か
た
へ

●
自
転
車
の
盗
難
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
盗
難
防
止
の

た
め
、
自
転
車
・
原
付
バ
イ

ク
に
は
２
か
所
に
施
錠
し
て

く
だ
さ
い
。

●
自
転
車
を
購
入
し
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
防
犯

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
安
全（
点
検
・
整
備
）・

安
心（
付
帯
保
険
）

な
自
転
車
の
し
る
し
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
早
め
に
！

平
成
23
年
７
月
、
完
全
移
行

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23

年
７
月
24
日
で
終
了
し
、
地
デ
ジ
（
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
）に
完
全
移
行
し
ま
す
。

　

地
デ
ジ
化
さ

れ
る
と
、
こ
れ

ま
で
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
放
送

を
受
信
す
る
機

器
な
ど
を
取
り

付
け
な
け
れ
ば

番
組
が
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

地
デ
ジ
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
デ
ジ
サ
ポ
神
奈
川
」
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
地
デ
ジ
を
見
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
」「
高
齢
な
の
で
、
訪
問
相
談

に
来
て
ほ
し
い
！
」
な
ど
の
ご
相
談
は
、

「
デ
ジ
サ
ポ
神
奈
川
」
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Y
広
報
広
聴
室　

☎
33
１
２
６
３

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の

無
償
給
付
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
現
在
お
持
ち
の
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
地

デ
ジ
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
る
簡
易

チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
の
無
償
給
付
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

給
付
対
象
世
帯
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
、

あ
わ
せ
て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

❶
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

て
い
る
世
帯

❷
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯

❸
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で

い
る
世
帯

申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
22
年
12
月
28
日（
火
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-
０
３
３-

８
４
０

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
…
」し
て
い
ま
せ
ん
か

10
月
は
違
法
駐
車

追
放
強
化
月
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ち
ょ
っ
と
だ
け　

甘
え
が
招
く　

迷
惑
駐
車
」

「
困
り
ま
す
！　

自
転
車
置
き
ざ
り　

知
ら
ん
ぷ
り
」

詐欺・悪徳商法にご注意を

　地デジ化に伴って、テレビ調査員や
工事業者を名乗った不正請求や、郵便
による「振り込め詐欺（架空請求）」など
が起きています。
●主な事例
○アンテナ工事業者などを装い家庭を
訪問し、前金を受け取り工事を実施し
ない。
○公的機関を装い、郵便などで地デジ
対応の申し込み代金などを指定口座
に振り込ませようとする。
○電話で国や放送事業者などをかたり、
工事の勧誘や工事代金の振り込みの
要求などを行う。

総務省やデジサポから
代金を請求することはありません。
誤った情報や不十分な情報に基づいて
関連商品やサービスを売りつける悪質
商法にご注意ください。

ＴＳマーク

Y
デ
ジ
サ
ポ
神
奈
川

　

☎
０
４
５-
３
４
５-

０
１
１
０
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人
間
の
欲
と
い
う
も
の
に
限
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

自
分
が
受
け
て
い
る
多
く
の
人
や
物
の
恩
、

徳
に
感
謝
し
て
、
そ
れ
に
お
返
し
を
す
る
、

報
い
る
、
と
い
う
気
持
ち
の
な
い
人
は
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
不
平
・
不
満
を
持
つ
も
の

で
す
。

　

例
え
ば
、

親
か
ら
家
・

財
産
を
譲
ら

れ
て
も
、
そ

の
人
に
、
親

や
先
祖
の
恩

を
思
う
心
が

な
け
れ
ば
、

こ
れ
も
足
り
な
い
、
あ
れ
も
足
り
な
い
、
ど

れ
も
こ
れ
も
気
に
入
ら
な
い
な
ど
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
親
に
感
謝
す

る
心
が
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
は
起

こ
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
、

多
く
の
生
き
物
を
は
じ
め
、
自
然
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
源
の
恩
恵
も
受
け
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
知
恵
を
働
か
せ
て
文
化
と
い
う
も
の

を
作
り
出
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
豊
か
な
も
の

に
し
よ
う
と
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
だ
ん
だ
ん
と
浪
費
や

無
駄
が
増
え
、
先
進
国
な
ど
で
は
物
の
使
い

捨
て
や
作
り
過
ぎ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
で
は

天
地
の
恩
恵
に
報

い
る
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
か
ら
受
け
た

恩
を
あ
だ
で
返
し

て
い
る
の
と
同
じ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
欲

に
任
せ
た
行
き
過

ぎ
を
も
っ
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
人
び
と

の
幸
せ
の
た
め
に
今
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
何
を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
人

の
恩
徳
や
天
地
の
恩
恵
＝
「
徳
」
に
報
い
る

道
の
一
つ
な
の
で
す
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈「
至
誠
」̶

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
〉

何な
に

事ご
と

も　

事こ
と

足た

り
過
ぎ
て　

事
足
ら
ず

徳と
く

に
報む

く

ゆ
る　

道み
ち

の
見み

え
ね
ば

尊
徳
道道ど

う
ど
う
ど
う
ど
う

歌歌か

の
こ
こ
ろ
⑩　

…
「
徳
」
に
報
い
る
道

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳
の
教
え

を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

尊徳の仕法を「徳をもって徳
に報いる」（報徳）と賞賛した
大久保忠真公

伊藤通彦  作  「小天狗」

※
本
展
は
、
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原
」
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

南
町
の
高
台
に
あ
る
、
国
登
録

有
形
文
化
財
の
清せ

い

閑か
ん

亭て
い

。
今

年
６
月
か
ら
、
ま
ち
あ
る
き
の
拠
点

と
し
て
活
用
し
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

タ
ウ
ン
小
田
原
」
の
魅
力
を
深
め
る

取
り
組
み
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原

ま
ち
づ
く
り
応
援
団
を
中
心
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
清
閑
亭
を
会
場

に
、
現
代
を
代
表
す
る
３
人
の
面
打

師
、髙
津
紘
一
さ
ん
、伊
藤
通み

ち

彦ひ
こ

さ
ん
、

岩
崎
久ひ

さ

人と

さ
ん
の
作
品
が
そ
ろ
う
貴

重
な
能
面
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

能
面
の
幽
玄
な
造
形
美
、
歴
史
あ

る
清
閑
亭
の
和
の
雰
囲
気
と
、
縁
側

か
ら
望
む
相
模
湾
な
ど
の
景
色
を
、

存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）
に
、
小
田
原
の

後
北
条
氏
を
下
し
、
天
下
を
統
一
し
た
豊
臣

秀
吉
は
大
変
な
能
好
き
で
、
そ
の
楽
し
み
方

は
鑑
賞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
の
業
績
を
讃

え
る
『
太
閤
能
』
を
作
ら
せ
ま
し
た
。

　

現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
『
太
閤
能
』
の
５

演
目
の
う
ち
の
一
つ
に
『
北
條
』
が
あ
り
、
こ

れ
は
、
北
条
氏
政
の
霊
が
小
田
原
で
の
秀
吉
ら

の
活
躍
と
、
己
の
自
害
の
有
り
さ
ま
を
語
っ
た

あ
と
、
豊
臣
の
治
世
を
祝
し
て
成
仏
す
る
と
い

う
内
容
で
す
。
こ
の
『
北
條
』
が
、
平
成
２
年

に
復ふ

っ

曲き
ょ
くさ

れ
た
際
、
シ
テ
（
主
人
公
）
面
の
氏

政
、ツ
レ
（
助
演
者
）
面
の
秀
吉
を
打
っ
た
の
が
、

今
回
、面
を
出
展
い
た
だ
く
髙
津
紘
一
さ
ん
で
す
。

小
田
原
と
能

主催　ＮＰＯ法人小田原まちづくり応援団
Y清閑亭　☎２２̶２８３４

伊藤通彦　髙津紘一　岩崎久人

市政７０周年記念事業

髙津紘一  作  「般若」 岩崎久人  作  「女面」

10月2日（土）～11日（日）
午前１１時～午後４時

日時

清閑亭（南町１̶５̶７３）
場所

入館料　５００円（中学生以下２００円）

会期中は
毎日開館
します。
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で
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で

す
。
そ
し
て

ま
た
、
学
生

に
と
っ
て
も
、

「
老
年
看
護

学
」
の
現
場

実
習
と
し
て

位
置
づ
け
ら

れ
、
大
切
な

学
び
の
場
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
高
齢
者
が
よ
り
元
気
に
な
る
た
め
の

お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
私
た
ち
の
役
割

で
す
。
で
も
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
の

は
、
実
は
私
た
ち
の
方
な
ん
で
す
よ
」
と
、

健
康
的
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

例
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
『
生
き
が
い
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で
は
、
今
年

も
小
田
原
高
等
看
護
専
門
学
校
１
年
生
40

人
と
担
当
の
先
生
が
運
営
を
手
伝
い
ま
す
。

　
「
人
生
の
先
輩
と
し
て
尊
敬
す
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
」と
、昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
た
大
平
さ
ん
（
現
在
の
２

年
生
）
は
、
看
護
師
を
目
指
す
う
え
で
の

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
、
充
実
し
た
よ

う
す
で
し
た
。

　
「
体
験
を
通
じ
て
地
元
の
皆
さ
ん
に
育

て
て
い
た
だ
い

た
学
生
が
、
地

元
の
病
院
に
就

職
し
て
皆
さ
ん

に
恩
返
し
を
す

る
。
教
員
と
し

て
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
」
と
、

江
成
先
生
と
由

川
先
生
。

　

２
日
間
で
約

５
，０
０
０
人
の

か
た
が
楽
し
む

賑
や
か
な
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
、
学
生
た
ち

の
活
躍
が
、
今

【
連
載
】

小
田
原
高
等
看
護
専
門
学
校

左から江成ひとみ先生、大平友里恵さん、由
よし

川
かわ

美
み

礼
のり

先生

今
年
の
小
田
原
市
美
術
展
覧
会
に

初
出
品
し
、
彫
塑
部
門
、
絵
画

部
門
の
ダ
ブ
ル
入
賞
を
果
た
し
た
彫
刻

家
ひ
で
ひ
こ
さ
ん
は
、
市
内
に
あ
る
ご

自
身
の
ア
ト
リ
エ
な
ど
で
、
制
作
活
動

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

小
田
原
市
民
文
化
祭
・
メ
イ
ン
事
業

（
無
尽
蔵
・
芸
術
文
化
の
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
の
中
で
、
今
月
10
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
君
の
ま
ち
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」。
廃
材
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
家

を
か
た
ど
っ
た
木
に
、
子
ど
も
た
ち
が

色
を
塗
り
、
ひ
で
ひ
こ
さ
ん
が
描
い
た

大
き
な
絵
の
上
に
、
夢
の
ま
ち
を
作
り

ま
す
。

　
「
塗
る
色
を
選
ぶ
の
も
、
塗
り
方
も
、

そ
れ
は
教
え
る
も
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
で
感
じ
て
い
く
も
の
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
の
場
で
生
ま
れ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
。」
と
い
う
の
が
、
ひ
で
ひ

こ
さ
ん
の
思
い
で
す
。

　

学
生
時
代
、
人
物
彫
刻
を
学
び
な
が

ら
自
分
自
身
を
見
つ
め
、「
自
分
は
何

の
た
め
に
あ
る
の

か
」「
何
を
す
べ
き

な
の
か
」
を
問
い
続

け
、
固
め
た
思
い
が
、

「
人
を
生
か
し
、
楽

し
ま
せ
る
こ
と
に
芸

術
の
目
的
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。

　
「
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
で
す
が
…
」
と

た
く
ま
し
く
や
さ
し
い
笑
顔
の
ひ
で
ひ

こ
さ
ん
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
作
品
を
通

し
て
観み

る
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
美
術
に
親
し
む
こ
と
で
、
楽

し
く
明
る
く
な
れ
る
可
能
性
を
追
求
し

続
け
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

人々の心をより豊かに…

彫刻家

ひでひこさんさん
（市内在住）

昨年のフェスティバルのようす

『２人の形』 ２０１０年 陶

生きがいふれあい
フェスティバル

Y高齢介護課　☎３３-１８４１

【日時】
１０月１６日g・１７日a

午前１０時～午後４時
【場所】

いそしぎ、保健センター
※詳細はホームページをご
覧ください。

『
健
康
』
と
『
長
生
き
』
の
尊
さ
を

学
ん
で
い
ま
す

市民文化祭・メイン事業での
「君のまちワークショップ」
Y文化交流課　☎３３-１７０９

【日時】
１０月１０日a午前１０時～

【場所】
ダイナシティウエスト１階

キャニオン
※参加自由
（汚れてもよい服装で）
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小田原・箱根のものづくり

　

こ
の
地
域
に
は
、
多
種
多
様
な
木
製
品
の
伝

統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
伝
統
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
た
だ
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
新
た
な
可
能
性
を
探
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

木
製
品
フ
ェ
ア
の「
木
の
ク
ラ
フ
ト
コ
ン
ペ
」は
、

職
人
が
そ
の
腕
を
磨
き
、
感
性
を
大
い
に
発
揮

す
る
、
と
て
も
大
切
な
機
会
で
す
。

　

木
製
品
フ
ェ
ア
で
は
、
多
く
の
人
に
、
こ
の

地
域
な
ら
で
は
の
工
芸
品
に
関
心
を
持
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、

よ
く
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
こ

う
い
っ
た
機
会
に
も
っ
と
宣
伝
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
店
や
工
場
に
訪
れ
る
観
光
客
に
、
そ
の

技
や
歴
史
を
説
明
す
る
と
、
皆
さ
ん
驚
か
れ
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
伝
統
工
芸
は
本
当
に

奥
深
い
も
の
な
の
で
す
。
ま
ず
は
、
地
元
の
小

田
原
の
人
に
そ
れ
を
、
し
っ
か
り
と
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、私
た
ち
の
切
な
る
願
い
で
す
。

小
田
原
・
箱
根
木
製
品
フ
ェ
ア
２
０
１
０　

実
行
委
員
長

箱
根
寄
木
細
工　

伝
統
工
芸
士

心
に
響
く

技
皆さんは、木製品をはじめとする
小田原の工芸品について、
どれだけのことを知っていますか。
形や色、柄の美、職人の技、
作品に込められたさまざまな思いを、
深く知れば知るほどに、
その魅力に引き込まれます。
Y㈳箱根物産連合会 ☎３２-５２５２
　産業政策課 ☎３３-１５１５

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

Y産業政策課　☎３３-１５１５　　小田原おでん会（ご縁満開本舗）　☎２０-０３１０

第８回小田原おでん祭り
日時 10月9日（土）・10日（日）

熟練の技（木地挽）

伝
統
の

石
川
一
郎
さ
ん

熟練の技（寄木紋様作り）

のイベントを紹介！！
注目

場所小田原城址公園
　  二の丸広場午前１０時～午後４時

※１０月９日（土）は「おでん横丁屋台村」のみ午後７時まで。
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■第６回全国「木のクラフトコンペ」第６回全国「木のクラフトコンペ」
「こころをカタチに」をテーマ
に、全国から寄せられた１０
８点にも及ぶ作品を展示。
■名物木工屋さん５０店舗
木製品の販売のほか、
製作の実演、体験ができるコーナーもあります。
■伝統の技×若い力
次世代を担う若い職人たちの実演・展示。
■木工玩具ふれあい広場
懐かしい木のおもちゃで遊べます。

　

小
田
原
・
箱
根
地
域
に
は
、
国
が
「
伝
統
的
工

芸
品
」
に
指
定
す
る
、
箱
根
寄
木
細
工
や
小
田
原

漆
器
を
は
じ
め
、
指さ

し

物も
の

、
組く

み

木き

、
木も

く

象ぞ
う

嵌が
ん

、
秘
密
箱
、

玩が
ん

具ぐ

な
ど
の
木
製
品
の
ほ
か
、
鋳
物
や
ち
ょ
う
ち

ん
な
ど
、誇
る
べ
き
工
芸
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
技
」
と
「
匠
」、

生
み
出
さ
れ
る
工
芸
品
の
「
い
の
ち
」。

　

伝
統
の
技
は
、
た
だ
受
け
継
が
れ
る
だ
け
で
な

く
、
多
様
化
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　

工
芸
品
を
扱
う
各
店
舗
や
街
か
ど
博
物
館
、
各

種
展
示
会
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
、
目
に
し
、
手
に

取
り
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て
も
貴

重
で
あ
り
、
私
た
ち
に
は
、
そ
う
い
っ
た
環
境
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

見
る
者
を
喜
ば
せ
、
驚
か
せ
、
生
活
を
潤
す
工

芸
品
。
こ
の
秋
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
そ
の
魅
力
に

迫
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

小田原・箱根木製品フェア
２０１０

※小田原駅西口から小田原アリーナまで無料シャトルバスが
運行されます。

千年余りも前から木に携わってきた文化が生み出す
木製品が数多く展示されます。

世界に誇る技と美が詰まった木製品に、
身近に親しむことができる絶好の機会です。

Y実行委員会　☎３２-５２５２

日時：１０月２２日（金）～２４日（日）
　　　午前１０時～午後５時
場所：小田原アリーナ

２年に１度の木製品の祭典！

「森林循環フェア２０１０」
（主催：森林循環フェア実行委員会）

会場内では、県内の森林をテーマとしたイベントを、
同時開催。
企画展示や木工コンクール作品の展示、木工
体験やクイズラリーを通して、県産木材につい
て知ることができます。

大賞「大森豊器」 
田中春樹さん作

木製品を使った洋食スタイル

箱根寄木細工

木製写真立て

木製カーテンどめ 木製おもちゃ
木製
アクセサリー

木象嵌

小田原漆器＋箱根寄木細工

なりわい交流館での伝統工芸品展伝統工芸品展

　

小
田
原
蒲
鉾
の
伝
統
の
技
と
小

田
原
の
海
や
大
地
の
恵
み
が
ぎ
っ

し
り
詰
ま
っ
た「
小
田
原
お
で
ん
」。

そ
の
素
材
を
大
切
に
し
た
味
が
好

評
で
、
市
民
や
観
光
客
に
新
た
な

名
物
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
番
を
迎
え
る
お
で

ん
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
に
、
今
年

も
、「
小
田
原
お
で
ん
祭
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
「
小
田
原
お
で
ん
種
コ
ン
テ
ス

ト
」
に
入
選
し
た
新
し
い
お
で
ん

種
が
お
披
露
目
さ
れ
、
ど
こ
よ
り

も
早
く
味
わ
え
る
ほ
か
、「
お
で

ん
横
丁
屋
台
村
」
に
は
小
田
原
お

で
ん
取
り
扱
い
店
が
大
集
合
し
、

各
店
舗
が
腕
を
振
る
っ
た
自
慢
の

お
で
ん
が
堪
能
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
で
ん
ラ
イ
ブ
な
ど
の

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

子
供
広
場
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
ま
す
。
小
田
原
お
で
ん
に

舌
鼓
を
打
ち
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
現
在 
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表紙の言葉表紙の言葉

市制施行から７０年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かしい面影など、
小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

小田原
あの日あのとき

一体の人形を三人の一体の人形を三人の遣遣
つか

い手が操る人形浄瑠璃で、厚木の長谷座、い手が操る人形浄瑠璃で、厚木の長谷座、
林座とともに相模人形芝居として国指定の無形民俗文化財となって林座とともに相模人形芝居として国指定の無形民俗文化財となって
います。表紙は金太郎が主人公の「怪童丸物語　足柄山の段」います。表紙は金太郎が主人公の「怪童丸物語　足柄山の段」
を橘中学校の生徒が練習しているようすです。を橘中学校の生徒が練習しているようすです。

小田原ふるさとの原風景百選　Ｎｏ.８８
「相模人形芝居・下中座」「相模人形芝居・下中座」

フラッシュバック 
原風景

１９５０年代前半の下中座のようす１９５０年代前半の下中座のようす

に
市
民
を
は
じ
め
観
衆
は
魅
了
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

市
民
の
手
で
作
ら
れ
た

競
技
場

　

マ
ス
ゲ
ー
ム
が
披
露
さ
れ
た
城
山
競

技
場
は
、
国
体
開
催
４
年
前
の
１
９
５

１
年
か
ら
、
建
設
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
山
を
削
り
、
谷
を
埋
め

る
大
規
模
な
工
事
も
あ
り
ま
し
た
。
１

９
５
３
年
か
ら
は
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
建

設
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
体
育
団
体
、

学
校
、
青
年
団
、
教
職
員
、
市
職
員
な

ど
の
自
発
的
な
勤
労
奉
仕
と
失
業
対
策

労
務
者
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
完
成
に
至

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
城
山
競
技
場
は
市
制
40
周

年
と
な
る
１
９
８
０
年
に
改
修
工
事
が

行
わ
れ
、
近
代
的
な
全
天
候
型
の
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
市
民
の
手

で
作
ら
れ
た
競
技
場
は
時
代
を
越
え
て

受
け
継
が
れ
、
形
を
変
え
な
が
ら
今
な

お
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
第
１
会
場

と
な
っ
た
市
営
球
場
（
現
在
の
城
内
臨

時
駐
車
場
）
で
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
や
観

覧
席
、
外
野
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
改
装
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
２
会

場
と
し
て
、
天
神
山
の
広
場
（
現
在
の

旧
県
立
城
内
高
校
の
跡
地
）
の
整
地
工

事
を
行
い
、
天
神
山
球
場
と
し
ま
し
た
。

　

国
体
は
、
新
装
の
城
山
競
技
場
で
マ

ス
ゲ
ー
ム
（
多
人
数
が
一
団
と
な
っ
て

行
う
体
操
や
ダ
ン
ス
）
が
披
露
さ
れ
た

あ
と
、
10
月
30
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
城
山
庭
球
場
と
県
立

小
田
原
高
等
学

校
庭
球
場
で
、

ま
た
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
市
営

球
場
、
天
神
山

球
場
、
県
立
小

田
原
高
等
学
校

運
動
場
で
行
わ

れ
、
一
流
の
選

手
た
ち
の
素
晴

ら
し
い
プ
レ
ー

国民体育大会と城山競技場第７回

国
民
体
育
大
会
が

小
田
原
で
開
催

　

１
９
５
５
年
の
第
10
回
国
民
体
育
大

会
（
以
下
国
体
）
は
、
神
奈
川
県
で
開
催

さ
れ
、
小
田
原
市
は
、
軟
式
庭
球
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
会

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、同
年
８
月
25
日
、

当
時
全
国
屈
指
の
施
設
と
い
わ
れ
た
並

列
８
面
の
コ
ー
ト
を
備
え
た
城
山
庭
球

場
が
完
成
し
、
同
月
27
日
に
は
、
竣
工

記
念
行
事
と
し
て
全
日
本
学
生
軟
式
庭

球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小田原駅前に設置された国体歓迎小田原駅前に設置された国体歓迎

国体開催に合わせて行われたマスゲームの
ようす（城山陸上競技場）

体育関係者による奉仕作業のようす
（城山陸上競技場）

トロッコで土砂を運ぶ労働者
（城山陸上競技場）
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